上 

余が 博士に 推薦され たという 報知が 新聞紙 上で 世間 

ある もの 

に 伝えられた とき、 余 を 知る 人のう ちの 或 者 は 特に 書 

を 寄せて 余の 栄選を 祝した。 余が 博士 を 辞退した 手紙 

が 同じく 新聞紙 上で 発表され たと きも また 余 は 

こきゅう しんち ある 

故旧 新 知 もしくは 未知の 或 ものから わざわざ 賛成 同情 

の 意義に 富んだ 書状 を I？ 通 も 受取った。 伊予に いる 一 

旧友 は 余が 学位 を 授与され たという 通信 を 読んで 賀状 

を 書こうと 思って いた 所に、 辞退の 報知 を 聞いて 今度 

は 辞退の 方 を 目 出た く 思った そうで ある。 貰っても 辞 



ねずみ ふろしき はし 

かった。 大抵 は 鼠色の フラ ネルに 風呂敷の 切れ端の 

クタ \- す 

ような 襟 飾 を 結んで 済まして おられた。 しかも その 風 

ネクタイ チョッキ 

呂 敷に 似た 襟 飾が 時々 胴着の 胸から 抜け出して 風に ひ 

ら ひらす るの を 見受けた 事が あった。 高等学校 の 教授 

が 黒い ガウン を 着 出した の は その 頃からの 事で あるが、 

先生 も 当時 は 例の 鼠色の フラ ネルの 上へ 襦子か 何 かの 

ガウン を 法衣の ように 羽織て いられた。 ガウンの 袖口 

ひらう ち ひも 

に は 黄色い 平 打の 紐が、 ぐるりと 縫い 廻して あった。 

これ は 装飾の ためとも 見られる し、 または 袖口 を 括る 

用意と も 受取れ た。 ただし 先生に は 全く 両様の 意義 を 

さよう 

失った 紐に 過ぎなかった。 先生が 教場で 興に 乗じて 



よ こころえ 

その 頃の 余 は 西洋の 礼式と いう もの を 殆んど 心得な 

さし は 

かった から、 訪問 時間な どと いう 観念 を 少しも 挟 さ 

きがね ぶ さ ほ う 

む 気 兼な しに、 時なら ず 先生 を 襲う 不作法 を敢 てして 

ま-^ 

憚から なかった。 ある 日朝 早く 行く と、 先生 は 丁度 

あさめし したた 

朝食 を 認めて いる 最中であった。 家が 狭いた めか、 

または 余 を 別室に 導く 手数 を 省いた ため か、 先生 は 余 

を 自分の 食卓の 前に 坐ら して、 君 はもう 飯 を 食った か 

と 聞かれた。 先生 は その 時 卵の フライ を 食って いた。 

なるほど 西洋人と いう もの はこん な もの を 朝食う のか 

と 思って、 余 は ひたすら 食事の 進行 を 眺めて いた。 実 



こうしょう 

うな 高尚な 生活 を 送って いるら しく 思われた。 博士 

問題に 関して 突然 余の 手元に 届いた 一封の 書翰 は、 実 

に ザ J の 隠者が 一 一十 余 年来の 無音 を 破る 価 ありと 信じて、 

とくに 余の ために 認 めて くれた ものと 見える。 

下 

こと 

手紙に は 日常の 談話と 異ならない 程度の 平易な 英語 

まじめ むね 

で 、 真率 に 余の 学位 辞退 を 喜 - J ぶ 旨が 書いて あった。 

その内に、 今回の 事 は 君が モラル. バック ボ— ンを有 

している 証拠になる から 目 出たい という 句が 見えた。 



モラル • バック ボ— ン という 何でもない 英語 を 翻訳す 

おもむき じづら 

ると、 徳義 的 脊髄と いう 新奇で かつ 趣 の ある 字面が 

出来る。 余の 行為が この 有用な 新 熟語に 価す るか どう 

か は、 先生の 見識に 任せて 置く つもりで ある。 (余自 

身 は それほど 新ら しい 脊髄がなくても、 不 便宜な しに 

誰に でも 出来る 所作 だと 思う けれども) 

先生 はまた グ ラッド スト— ンゃ 力— ライル ゃスぺ ン 

サ ー の 名 を 引用して、 君の 御 仲間 も 大分 あると いわれ 

た。 これに は 恐縮した。 余が 博士 を 辞す る 時に、 これ 

ら 前人の 先例 は、 毫も 余が 脳裏に 閃めかなかった から 

である。 —— 余が 決断 を 促が す 動機の 一 部分 を も形づ 



活を 別にしても、 その 著作 『日本 歴史』 において 明か 

うかが ス タンダ. I ド 

に 窺う 事が 出来る。 自白 すれば 余 はま だ この 標準 的 

ゥ才— ク 

述作 を 読んで いないの である。 それ にもかかわらず、 

先生が 十 年の 歳月と、 十 年の 精力と、 同じく 十 年の 忍 

耐を 傾け 尽 して、 悉 くこれ を この 一 書の 中に 注ぎ込 

まなでし やまがた いそお 

んだ 過去の 苦心談 は、 先生の 愛弟子 山 県 五十雄 君から 

精し く 聞いて 知っている。 先生 は 稿 を 起す に 当って、 

すべ 

殆んど あらゆる 国語で 出版され た 日本に 関する 凡ての 

どくは 

記事 を 読破した という 事で ある。 山 県 君 は 第一 その 語 

オランダ ご 

学の 力に 驚ろ いていた。 和 蘭 語で も 何でも 自由に 読む 

あき じゅっさく 

といって 呆れた ような 顔 をして 余に 語った。 述作の 



あお 

際 非常に 頭 を 使う 結果と して、 しまいに は 天 を 仰いで 

こんと * つ 

昏倒 多 時に わたる 事が あるので、 奥さんが 大変 心配し 

たという 話 も 聞いた。 それば かりで はない、 先生 は 単 

にこの 著作 を 完成す るた めに、 日本語と 漢字の 研究 ま 

ぎ りよ-つ 

で 積まれた ので ある。 山 県 君 は 先生の 技倆 を 疑って、 

む うま 

六ず かしい 漢字 を 先生に 書かして 見たら、 旨く はない 

かく 

が、 劃 だけ は 間違な く 立派に 書いた といって 感心して 

いた。 これらの 準備から なる 先生の 『日本 歴史』 は、 

ことごと みなもと 

悉 く 材料 を 第一 の 源 から 拾い集めて 大成した もの 

で、 儲からない 保証が あると 同時に、 学者の 良心に 対 

して 毫も 疚ま しからぬ 徳義 的な 著作で あるの はいう ま 



でもない。 

「余 は 人間に 能う 限りの 公平と 無私と を 念じて、 栄誉 

ある 君の 国の 歴史 を 今にな お 述作しつつ ある。 従って 

余の 著書 は 一部 人士の 不満 を 招く かも 知れない。 けれ 

ども それ はやむ を 得ない。 ジョン. モ— レ ー のい つた 

なんび と 

通り 何人に も あれ 誠実 を妨 ぐる もの は、 人類 進歩の 活 

カを妨 ぐると 一般であって、 その 真正なる 日本の 進歩 

まじめ 

は 余の 心 を 深く かつ 真面目に 動かす 題目に 外ならぬ か 

ら である。」 

余 は 先生の 人となりと 先生の 目的と を 信じて、 ここ 

に 先生の 手紙の 一節 を ありのままに 訳出した。 先生 は 



ぼうとう しょろん しリょ 

新刊 第 三 巻の 冒頭に ある 緒論 を とくに 思 慮 あ る 日本人 

に 見ても らいたい といわれる。 先生から 同書の 寄贈 を 

受ける 日 それ を 一 読して 満足な 批評 を 書き 得るならば 

そうして 先生の 著書 を 天下に 紹介す る 事が 出来 得るな 

らば 余の 幸 である。 先生の 意 は、 学位 を 辞退した 人 

間と しての 夏 目な にがしに 自分の 著述 を 読んで もら つ 

て、 同じく 博士 を 辞退した 人間と しての 夏 目な にがし 

に、 その 著述 を 天下に 紹介しても らいたい という 所に 

あるの だろうと 思う からで ある。 

I 明治 四 四、 三、 六 I 八 『東京 朝日 新聞』 —— 
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